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はじめに―問題意識と課題―

超高齢社会とは, 多くの高齢者の寿命が伸びたということを意味している. ｢生きる｣ ｢くらす｣

時間が長くなったということは, 一人ひとりに与えられる人生が長くなったのであり, それは人

間にとって幸せなことというのは自明である. しかしながら, 高齢期の自殺は決して減少してい

ない. 高齢期のくらしの不安定と将来への不安の広がりは, 与えられる人生が長くなったからと

いって軽減されていないのである. 2008 年に厚生労働省老健局が運営所管となり発表された

｢安心と希望の介護ビジョン｣ では, 将来への不安を乗り越え ｢安心｣ と ｢希望｣ を抱いて生活

できる超高齢社会を築いていくことを目指すとされている. 超高齢社会における ｢安心｣ とは,

たとえ高齢, 要介護となっても多様な生き方や必要なサービスを選択できることであり, ｢希望｣

とは, 年齢や心身の状態, 所得の多寡や家族の有無にかかわらず, 一人ひとりが大切にされ, 必

要とされ, 自らの持つ知恵と力を活かせることだと指摘しており, ｢安心｣ と ｢希望｣ をことさ

ら強調せねばならない現状があるからに他ならない.

子どもや孫らと同居, 自宅で家族に囲まれながら最期を迎えるというこれまでの高齢期のくら

し方からのパラダイム転換が, 高齢者を直撃している. 最も顕著に表れていることとして, 高齢

者夫婦世帯と単身高齢者世帯の増加である. これまでは, 後期高齢期となると, 子世代の ｢引き

とり｣ ｢呼び寄せ｣ によって子世代との再同居が比較的可能な状況にあったといえる. しかし今

日的現象としては, 80 歳代後半, 90 歳代となっても高齢者夫婦のみでの二人暮らし, さらに一

人暮らしが継続する. 長期化する高齢期において, 一人暮らしになっても安心して暮らし続けら

れるための社会的方策を検討していく必要があると考える.

そこで本稿は, 今後さらに増加していくといわれている一人暮らし高齢者の生活の中から ｢孤

独｣ に焦点をあて, ｢孤独｣ が ｢孤立｣ へとつながり, やがて生活の不安定性を作り出していく

様相を明らかにし, ソーシャルワークはこの課題にどうアプローチできるのかを試論的に展開す

ることをねらいとしている.

孤独とは必ずしも高齢者だけにおこるものではなく, 個人的な要因や感情によるものだととら
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えられがちであり, 疾病や障がいの状態のように明らかな生活課題を引き起こすものではないこ

とから, 従来のソーシャルワークの対象としてはとらえられてこなかった.

一方デンマークでは, 多くの高齢者が孤独に苦しみ, 孤独という現状を起因としたうつ病や認

知症の発症, 高齢期の生活の安定が脅かされるという現象に早くから着目しており, 1910 年に

は孤独な高齢者を支援することを目的としたEGV基金 (Ensomme Gamles V�rn Fonden) と

いう名称のNPO組織が結成されている. またボランティア組織において, 一人暮らし高齢者を

訪問して話し相手になる友愛訪問を実施しており, この活動が高齢者の孤独感の解消や軽減につ

ながることを実証している. 孤独とは, いつか突然, 誰にでも起こりうる可能性があるものであ

り, 誰もが孤独の状況や経験を知る必要があるという意識のもと, 雑誌やボランティアサービス,

ラジオ番組による呼びかけを通じて, 高齢者自らが自分の孤独について記した手記を集め, 書籍

として出版し, 孤独を個人的なものとして留めず, 社会で共有するという取り組みを行っている.

筆者はこれまでに, 高齢者にとって, 地域生活の継続を困難にさせる要因とは何かという問題

意識に基づき, 都市に居住する一人暮らし高齢者の社会関係と生活の不安定性について研究を行

い, 社会的孤立の状態が生活の不安定性を引き起こす要因のひとつになるということを指摘した

(高藤 2007). そこで, 孤立を招く要因として高齢者の孤独に注目し, デンマークにおける高齢

者の孤独に関する語りの分析を通じて, 高齢者にとっての孤独とは日常生活におけるどのような

場面や状況で起こり, どのように感じられていることなのかについて検討を行った.

さらに高齢者の生活不安定そして高齢期の自殺という今日の社会的問題の背景に, 高齢者の孤

独が起因した社会的孤立が存在し, 社会的孤立の解消はソーシャルワーク実践における重要な課

題であり, この解消にむけたソーシャルワークのアプローチが不可欠であると考えている. そこ

で, 都市にくらす一人暮らし高齢者の事例をもとにその検討を行った.

1. 研究の対象と方法

高齢者の日常生活における孤独についてとりあげたものに, 2008 年に出版された Biagit

Madsen, et. al 編 石黒暢訳 『高齢者の孤独 25 人の高齢者が孤独について語る』 がある. この

本は, デンマークの 56 歳から 86 歳の 25 人の高齢者が自らの孤独について, 生活体験から述べ

ているものである. 高齢者の日常生活における様々な場面や状況が, 高齢者の孤独を明らかにす

るひとつの手がかりになると考え, これを分析対象とした.

孤独がもたらす社会的孤立の現状と解決課題を析出するために愛知県 N市M区の A学区に

居住する一人暮らし高齢者の事例を研究の対象として選択した. 調査方法は, 一人暮らし高齢者

の生活課題を多角的にとらえることを目的として, 半構造化面接法によるインタビュー調査を実

施した. 日本福祉大学野口ゼミナールと筆者により, A 学区の民生委員の協力を得て, A 学区

の一人暮らし高齢者 137 名 (2006 年) のうち, 調査に協力を得られた 19 名を対象に一人暮らし

高齢者の自宅を訪問してインタビューを実施した. 調査期間は 2005 年 11 月～12 月, 2006 年 5
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月～7月である. 調査対象者に了解を得た上で内容を筆記により記録し, この内容から孤独と社

会的孤立が派生する関係性と, 社会的孤立の解消に向けた手がかりについて分析を行った.

2. 高齢者の不安の広がりとくらし方の変化

高齢期における不安の広がりとして, いくつかの社会的問題が挙げられる. ひとつには, 高齢

者が被害者となる犯罪の増加がある. 刑法犯被害の認知件数において, 被害の全体数は 2002 年

をピークとして減少しているにもかかわらず, 65 歳以上の高齢者が被害者となっている被害認

知件数は, 2002 年に 9.1％であったのが 2007 年には 9.9％と増加傾向にある. とりわけ高齢者を

狙った犯罪として, 振り込め詐欺・恐喝事件や還付金等詐欺事件がある. これらの事件の被害者

は, いずれも 65 歳以上の高齢者が半数を超えている (警察庁 2008). また, 消費者センターに

寄せられた消費トラブルの被害のうち, 70 歳以上の高齢者が契約当事者になっている相談件数

は, 2004 年以降毎年 10 万件を超えており, 高齢者を狙った犯罪や消費トラブルが後をたたない.

さらに注目することとして, わが国の高齢者の自殺率の高さがある. 2007 年の自殺者は

33,093 人であるが, そのうち 60 歳以上の高齢者が 12,107 人であり, 自殺者総数に占める割合は

36.6％を占めている. 30 歳代～50 歳代の自殺の原因が健康問題と経済・生活問題が半数近くを

占めていることに対し, 60 歳以上の高齢者の自殺の原因や動機は健康問題が突出していること,

さらに孤独感を理由とした自殺が他の年代と比較して突出していることが挙げられる (警察庁

2008).

このような高齢者に関する社会的問題が増加している背景には, 高齢者のくらし方に関する変

化が影響している. かつては子どもや孫と同居しながら家族に囲まれて生活することが高齢期の

標準的なくらし方であり, 1980 年のわが国における 65 歳以上の高齢者のいる世帯割合は, 高齢

者と子ども, 孫による三世代同居世帯が 50.1％を占め, 高齢者と未婚の子ども, その他の世帯

を含めると, およそ 90％の高齢者は他者と同居するというくらし方であった. 高齢者にとって

同居家族の存在は, 犯罪被害を防ぎ, 孤独感を軽減するという役割も果たしていたであろう.

しかし 1990 年代ごろから一人暮らし高齢者が増加し, 2007 年の 65 歳以上の高齢者の世帯割

合は, 三世代同居世帯は 18.3％に減少し, 高齢者夫婦世帯が 29.8％, 一人暮らし高齢者世帯は 2

2.5％である. 一人暮らし高齢者の増加の要因としては, 未婚率や離婚率の上昇のほか, 配偶者

との死別後に子どもとの同居を選択しない高齢者が増加していることが挙げられており, その数

は今後さらに増えるとみられている (内閣府 2009). このことから, 夫婦二人暮らしをしていた

高齢者がやがて配偶者を失い, それと同時に一人暮らしになり, 高齢期を一人でくらすというく

らし方は, 近年ではもはや特別なことではなくなってきているといえる.
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3. 一人暮らし高齢者の孤独と社会的孤立

自ら一人暮らしを選択するというくらし方が特別なことではなくなってきていることと同時に,

高齢者と, 家族や社会との関係も変化している.

高齢期のくらし方の変化については, 近代化や工業化, 都市化にともなって親族関係が後退し

希薄化されていくという親族関係の後退論に対し, かつてタウンゼントは, 一人暮らし高齢者が

必ずしも孤立した生活をしているわけではなく, 近所に住んでいる親族間との日常的な交流をも

ち, 豊かな親族ネットワークの中で生活していることを実証した (P. Tounsend 1963: 275-276).

しかしまったく親族との関わりをもたない社会的孤立状態にある一人暮らし高齢者の存在も認

めており, その後タンストールが, 社会的なネットワークを持つ高齢者の場合には孤独不安を感

じることが少ないが, 社会的に孤立している高齢者の多くが孤独不安を感じやすく, 社会的孤立

が孤独不安をもたらすことを指摘している (J. Tunstall 1967: 119-120).

前産業化時代の高齢者の生活は家族と一緒の生活圏に留まるのが普通であり, 高齢者の面倒を

見るのは家族の仕事であり, 人々は一人で生活すること, すなわち孤立した状態になることに慣

れていなかったが, 産業化された現代では, 年を取り弱ってゆくにつれ, ますます社会から隔離

され, 家族や知人と築き上げた絆を断ち切られる. その結果, 孤独が生じるという指摘もある

(N. Elias 1982: 109-110).

国内の研究では, 東京都老人総合研究所が, 一人暮らし高齢者の孤独について健康状態と経済

的条件, 社会的条件の 3点に関する調査を行っている. 社会的条件では親族, とりわけ子どもと

の関係, 友人と趣味の有無が孤独感に大きな影響を持っているとされ, 社会関係の有無と孤独の

関係性が指摘されている (東京都老人総合研究所 1973).

このように, 一人暮らし高齢者にとって家族や知人との社会関係は社会的孤立を予防するため

の大きな要因となりえると考えられる. 社会関係を失い, 孤立した結果起ってくる社会的問題の

一つとして, ｢高齢期の自殺｣ ｢孤立死｣ がある. 高齢者等が一人でも安心して暮らせるコミュニ

ティづくり推進会議 (｢孤立死｣ ゼロをめざして) (2008) では, 孤立死の背景のひとつに, 長期

の孤立化した一人暮らしによって, 社会関係や人間関係の希薄化した孤独な一人暮らしに陥り易

いことを挙げている. そして孤立死を予防するためには ｢孤独｣ の解消が必要であること, その

ためには, 地域の低下したコミュニティ意識を掘り起こし, 活性化することが最重要であり, 高

齢者が社会の一員であり, 地域社会で役に立つ存在だということを再認識することが重要である

と指摘する.

このように, 高齢者にとって社会的孤立が社会的問題の発生を招くこと, こうした問題を予防

するために孤独を解消することの重要性が指摘されているが, 高齢者の孤独とはいったいどのよ

うな状況のなかで起ってくるものであるのかについて先行研究からみていく.
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老いることと孤独との関係は従来から指摘されており, タンストールは, 孤独の諸形態として,

①Living alone (独居) ②Social isolation (社会的孤立) ③loneliness (孤独不安) ④anomie

(社会的植物人間化) の 4 点を挙げている (J. Tunstall 1967: 42). またエリアスは, 孤独とは

周囲の人々との交流を依然として必要としていることに変わりはないのに, 活動的な共同体から

暗黙のうちに隔離され, 好意を寄せている人々と永年にわたって築いてきた親密な間柄が徐々に

冷却していき, 大切な人, 安心感を与えてくれる人たちから遠く離れてしまう辛いことだと指摘

する (N. Elias 1982: 3-4). 竹中は, 孤独とは老いそのものによるさびしさであり, 仕事や立場

などの社会的なラベルをうしなったことによる無名化であり, 心身の喪失と生きる空間の狭隘化

だとしている (竹中 2005: 151-155).

また, 高齢者の孤独感に焦点をあてた先行研究として, 改訂版UCLA孤独感尺度・日本語版,

落合による孤独感尺度, PGC モラールスケールが開発され, 孤独感の尺度をはかる量的研究が

ある. これらの先行研究からは人間関係の変動が孤独感の強さに関連すること (梶原ら 2008),

性差による優位な差はみられないこと (青木 2001：米澤ら 1999), 家族との関係における満足

度が孤独感に影響をもたらすこと (小窪ら 1996：小平 1995：葉山 1994) というように, 主と

して高齢者の心理的な面に焦点をあてた研究が多く行われている. 孤独と高齢者の自殺の要因の

分析からは, 慢性疾患による継続的な身体的苦痛や将来の不安, そして近親者の喪失体験が引き

金になることが指摘されている (青木 2001：石濱 2009).

先行研究における孤独の解消に向けて必要な研究課題として, 孤独に対する個別性や実情を重

視した観点による研究や, 孤独の苦痛に対処するための方法の模索が必要だという指摘がある

(青木 2001：中澤 2007). そこで本研究では, 高齢者の心理面ではなく, 日常生活における孤独

の現状に焦点をあて, 高齢者にとって孤独とはどのような場面や状況で起こり, どのように感じ

られているのかを明らかにする. さらに孤独によってもたらされる社会的孤立の解消に向けた取

り組みを検討することを研究課題とする.

研究方法としては, 高齢者の日常生活における行動や高齢者本人が意味があると考えている事

柄の中から孤独について分析するために, 出来事の意味性を伝え, 現象を分析するための手がか

りとなる (野口 2009), ナラティブアプローチを用いて行った.

4. デンマークの高齢者が語る孤独

2008 年にデンマークで出版された Biagit Madsen, et. al 編 石黒暢訳 『高齢者の孤独 25 人の

高齢者が孤独について語る』 では, 56 歳から 86 歳までの男性 7名, 女性 18 名の 25 人の高齢者

が孤独について語った手記をまとめたものである. この中では, 孤独とはどのようなことだと考

えるか, また日常生活におけるどのような場面や状況において孤独を感じたかについて, ライフ

イベントや日々のくらしにおける出来事の中で感じた状況をもとに, 孤独について語られている.

高齢者の孤独について, 語りという質的な方法を用いて明らかにした研究はあまりみられず, 日
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常生活において高齢者が孤独を感じる状況を明らかにするひとつの手がかりになると考え, これ

を分析対象とした.

デンマークの高齢者の孤独に関する語りを分析するにあたり, 先行研究から得られた孤独に関

する要因を用いて①配偶者の死, ②子ども, きょうだいなどの親族関係, ③友人, 近隣との関係,

④地域活動, 趣味活動, 仕事など社会参加に関すること, ⑤食事, 外出などの日常生活の 5点に

よる分析枠組みを設定した. さらに 25 人の高齢者が日常生活において孤独について語った場面

や状況について, 分析枠組みに基づいて以下のように類型化を行った (表 1).

� 配偶者の死

｢妻の死後 1 年間, 私にとりついて, 私の思考力と健康を脅かした孤独感を決して忘れること

はないでしょう. 眠りながら, ベッドのなかで妻の手を探したあの辛い夜. 妻のいないことに気

づいて絶望的な気持ちで掛布団を床に投げつけ, ベッドから飛び降りると服を着て家から逃げ出

してさまよい歩き, 気がつくといつも墓地に行っていました.｣

｢夫はなくなり, 私は一人になりました. それは, 人生最悪の出来事でした. 幸い私には子ど

もや甥・姪, 孫もいますが, 夫の代わりになるわけではありません. 子ども達はとても優しくて,

私を訪ねて来てくれますし, 私を招待してくれたりもします. しかし, 私の家には恐ろしい空虚

感が漂っています. 夫がなくなった後しばらくは, 私は居間にいることができませんでした. 誰

も座っていない椅子をみるのが耐えられなかったので, なるべく書斎で過ごしました.｣

｢私は, 自分自身と話をし始めました. 私には, 意見を尋ねたり, 最近のニュースを話したり

する相手すらいなかったのです. 夜, 眠れない時には, それまで聞いたこともないような音がど

こからともなく聞こえてくるようになりました.｣

｢墓地に行って, 『どうして私を置いて逝ってしまったの』 と夫をなじっています. 金婚式を迎

えることをあれほど楽しみにしていたのに, 先に逝くなんてひどいと夫を責めています.｣

� 子ども, きょうだいなどの親族関係

｢私の家族は大家族ではなく, 子ども夫婦, 孫, ひ孫くらいしかいませんが, 残念なことに,

ほとんど会うことがありません. 彼らには彼らの生活がありますし, 私には私の生活があるから

です.｣

｢私は家族に対してひそかにお願いしたいことがあります. 以前は楽しいことや冗談が大好き

な, 明るくて快活な私であったことを忘れないでいてほしい, ということです.｣

｢子どもはみんなこの町に住んでいるので, 誰かの誕生日パーティーがあってもすぐに行ける

し, 孫の子守りにもすぐに行けます. 私は招待しなくてももっと遊びに来てもらえるものと期待

していましたが, そんなことはありませんでした. 自分が家族の重荷であるかのように感じ, れっ

きとした家族の一員で価値のある人間として感じられなくなりました.｣

｢娘たちには仕事があり, 例えば私が火曜日にゆっくり話したいことがあったとしてもすぐに
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会って話すことはできません. かといって, 私が土曜日まで待つこともできません. 時間がたつ

とその時の想いが失われてしまうからです.｣

� 友人や知人との関係

｢地方新聞の広告欄に投稿して, 一緒にトランプをしたりコーヒーを飲んでおしゃべりしたり

する友達を募集したことがありますが, 誰からも連絡がありませんでした.｣

｢試したのは, いくつかの新聞に友達を募集する広告を載せ, 問い合わせが来たらそれに返事

を書くことでした. しかし, 期待していたような友人には巡り合うことができませんでした.｣

｢電話帳で古い友人を探したことがありますが, みんな亡くなってしまったようで, 一人とし

て残っていませんでした. 私は大好きだった人をたくさん失ってしまい, 無人島に取り残された

ような気分になりました.｣

� 社会参加に関すること

｢退職後に最も辛かったことと言えば, もはや誰も私を必要としていないという事実を実感し

たことです. 長年にわたって蓄積してきた知識や能力は, もはや何に活用することもできません

でした. 電話をかけてきて助言を求める人もいません｣

｢仕事上の 『友人』 はいなくなってしまいましたし, 集まりへの招待も来なくなりました. 今

は葬儀がある時だけ知らせが来ますが, それは私が必要としているものではありません.｣

｢もっともつらいのは, 朝起きて予定がまったくない時です. ですから, 前の日に予定を立て

ておくようにしています.｣

� 日常生活の中で感じること

｢1 人で食事をつくるのも孤独ですが, それを 1 人で食べるというのもそれ以上に孤独なもの

です. 2 人で食べる時とはまったく違う味がしました. そのほかの家事も私の苦手とするところ

で, しなければならないことをつい先延ばしにしてしまいます.｣

｢1 人で食事を食べなければならないのが辛いです. たまには凝ったものをつくってみよう,

などという気持ちは失せてしまいます. 自分以外に誰が食べてくれるというのでしょう？だから,

数食続けて同じものを食べることもよくあります.｣

｢料理好きな私ですが, 食べる時には気に入った食卓には座らないようにしています. なぜな

ら, 食卓で食べると自分自身と 『お客さまごっこ』 している気分になるからです, そこで, 食事

はテレビのニュースを見ながらソファテーブルでとっています.｣

｢最もつらいのは毎日の食事です. 食事の時には, 信頼できる誰かとその日たいへんだったこ

とを話したり, 今後の予定を話し合ったりしたいと心から思います.｣

｢特に, 私が孤独で耐えられなくなるのは食事の時です. 朝食のテーブルで読むために新聞を

2紙買うことがよくあるのですが, それは時間をつぶすためです.｣
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表 1 デンマークの高齢者による孤独についての語り

性別・年齢 孤独感 子ども時代の孤独 退職 家族の死 家族との関係

①
女性
85

孤独とは, 頑強な根
と鋭いトゲをもった
丈夫な植物のような
もの. 人を死に追い
やることもある.

27 年勤めた会社を退
職, 私は価値のない
人間であるという考
え方が頭の中にしの
びこんできた.

夫が数年間にわたる
治療の後死亡.

②
男性
71

一人きりで仕事をし
ているときの孤独・
仕事がない時の孤独・
人と一緒に騒がしく
していても孤独を感
じることがある.

子どもの頃, 仲間に
入れてくれなかった
とき孤独を感じた.／
最初に孤独を感じた
のは両親に勉強を教
えてもらえなかった.

妻が 55 歳の若さで
亡くなった.

娘から見捨てられた
ように感じる.

③
女性
77

主要道路からはずれ
てわき道に入ってし
まったよう.

子どもたちが縁を切
り, 彼らの人生との
かかわりがなくなっ
た.

④
女性
75

孤独になることが恥
ずかしいこと.

一人息子が亡くなり,
10 ヵ月後に義理の娘
が亡くなった.

44年の結婚生活の末,
夫が家を出て行った.

⑤
女性
55

自分自身の辛い状況
をなるべく見ないよ
うに目を閉じること
に心がけた.

34 年間続いた結婚生
活に終止符を打った.
／自分自身が孤独を
望んできたので, 夫
と私の両方をどん底
に突き落としたのは
自分だと感じていた.

⑥
男性
81

孤独になりたいと望
む人は少数ながら実
際にいる. 恋愛や結
婚生活がうまくいっ
ていない人が多いか
もしれない.

子どものころ, 学校
の宗教の時間に ｢孤
独｣ という言葉を学
んだ.

妻の死が人生最悪の
出来事：孤独感が次
第に私を襲い, 私か
ら生きる力をすべて
奪い取った. 眠りな
がら, ベッドのなか
で妻の手を探した・
妻のいないことに気
づいて絶望的な気持
ちで掛け布団を床に
投げつけ, ベッドか
ら飛び降りると服を
着て家から逃げ出し
てさまよい歩き, 気
がつくといつも墓地
に行っていた.

⑦
女性
81

私の孤独感は, 60 年
以上前に自分がしで
かした深く恥ずべき
行為と, それに対す
る羞恥心に起因して
いる.

15 歳のとき両親が離
婚して父親と暮らす
ようになった.
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住まい 役割 病気・障害 精神状態 その他

長年かけて築いた人間
関係から 300km も離
れたところにいってし
まった.

うつ状態. 暗いトンネ
ルの中に入っていくよ
う.

大勢の人々が集まる場
に招待されたとき.

家族と一緒にいるとき
の一人の時間.

高齢者住宅にすっかり
なじむまでには時間が
かかる.

ベッドをきれいにとと
のえなくてもそれを期
待してくれる人がいな
いので, まったく無頓
着になった.

転居して仲のいい友達
と離れた.

自分を必要とする人が
誰もいないのは自らの
｢感情｣ がかなり痛む.

病気になって寝込んだ
りすると一人でどうす
ればいいのか不安.

涙が自然にあふれてく
ることもしょっちゅう
で, 自分の部屋のブラ
インドの羽を数え始め
た.

ひとりで食事を食べな
ければならないのが辛
い. たまには凝ったも
のを作ってみようとい
う気持ちは失せてしま
う.

周囲から何も期待され
なくなり, 人とのつな
がりも弱くなってしまっ
た.

病気になって退職.／
偏頭痛のため委員会の
メンバー, ヨガや体操,
友人とのトランプ, 観
劇などができなくなっ
た.

生きる価値のない人間
に自分がなっていくか
のように感じ, 自尊心
も自信もすっかり失い,
人とのかかわりを絶つ
ようになった.

自分の感情に対する制
御を完全に失ってしまっ
たことに対する強い羞
恥心.

知人が遠くから私が向
かってくるのを見て,
急いで反対側の歩道に
渡ったり, 気づかぬ振
りをして家や庭に入っ
てしまうとき.

人に接近しすぎると,
不快な質問を受けるこ
とになる. それに答え
ると, 人々は私に背を
向けるのではないかと
恐れている. 私の内面
の孤独は外に解放され
ることがない.
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性別・年齢 孤独感 子ども時代の孤独 退職 家族の死 家族との関係

⑧
男性
58

年金生活に入ると,
毎日職場の同僚と過
ごすこともなくなる.

⑨
女性
70

1953 年, マンション
の火災で二人の子ど
もをなくした.／
1996年, 娘婿の死亡.
／1999 年, 49 年間
連れ添った夫の死亡.
／夫の死から 5週間
後, 長男の死亡.

⑩
女性
80

リビングルームにじっ
と座って過ごすこと
が多い私は, 部屋の
隅々まで何があるの
かを知り尽くしてし
まっている.

亡くなるまでの 4 年
間, 夫を失うのでは
ないかという恐れを
常に抱きながら過ご
す厳しい時期.

夫が外出できず, 家
族とも疎遠になって
しまった.／家族に,
以前は楽しいことや
冗談が大好きな, 明
るくて快活な私であっ
たことを忘れないで
いてほしい.

⑪
女性
74

孤独とは, 人間の一
生を通してつきまと
うもの. 特に, 高齢
になると孤独を感じ
ることが多くなる.

子どもの頃から孤独
を知っていた. 一人っ
子で一緒に遊んでく
れる兄弟がいなかっ
た.

夫は 2年前に死去. ある日ふと気づくと,
仕事, 夫, 子どもの
ことで忙しかった生
活を終えて一人ポツ
ンと取り残されてい
た.／一人でいる今
より (夫と子どもが
いた) 当時のほうが
楽しかった.

⑫
女性
64

孤独になることはと
ても辛くて厳しいこ
と. 自分が孤独になっ
て初めて, 長い間独
り身である人がどん
な思いをしていたか
に気づく.

長い間仕事をして多
くの仕事仲間と付き
合ってきたが, 退職
した今, 64 歳でここ
に一人きりで座って
いるという辛い事実
に気づいた.

⑬
男性
71

9 歳になるまで, 兄
弟も従兄弟もおらず,
大人に囲まれて育っ
た. 自分が孤独と感
じていたかどうかは
わからない. でも無
意識に自分は邪魔な
存在だと感じていた
のではないかと思う.

結婚してから 11 年
たったとき, 妻が別
の男性を好きになっ
た.／残酷に引き離
された子どもとの交
流がなくて寂しく思っ
ている.
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住まい 役割 病気・障害 精神状態 その他

エイズと診断をうけ,
ちょうどその頃から交
際範囲がせまくなって
きた. 多くの友人・知
人が私から離れていっ
た.／催しに参加して
友達を作ろうにも体調
の悪い日には参加する
ことができない.

自分の病気について話
したときの人々の反応
がつらい. 余力がない
から, 周囲の世界から
自分を隔離しようとす
るのではないか.

高齢者クラブに行くに
は若すぎるし, 同性愛
者の交流の場に行くに
は年をとりすぎている.
／食事はテレビのニュー
スをみながらソファテー
ブルでとっている.／
非常に孤独だと強く感
じるのは夜や週末.

ガラスケースの中で生
きるかのように, 周囲
の出来事をあまり感じ
ないように感覚を閉ざ
した.

地方新聞の広告欄に投
稿して友人を募集した
ことがあるが誰からも
連絡がなかった.／電
話帳で古い友人を探し
たことがあるがみんな
亡くなってしまったよ
うで, 一人として残っ
ていなかった.／施設：
人生の終末期を思い起
こさせるもので, 家に
いるほうがましだと思っ
た.

私の人生経験など誰も
必要としてくれない.
部屋の四つの壁とそこ
にかかった写真. それ
が私の持つすべて.

今話すのは, 両隣に住
んでいる人と向かいに
住んでいる人だけ.

自転車に乗ることがで
きなくなったらどうし
ようと恐れることがあ
る.

自分を気遣う力が低下
していて, 自己否定の
状態.
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性別・年齢 孤独感 子ども時代の孤独 退職 家族の死 家族との関係

⑭
女性
68

フリースクールで仲
間はずれにされ, み
んなが同じところに
行こうとしているの
に自分だけが行けな
い時.

1996年に夫が死去し,
一人になった：誰も
座っていない椅子を
見るのが耐えられな
かったので, なるべ
く書斎で過ごした.
／2 人目の夫がガン
で死去：これからど
うやって生きていけ
ばよいのかがわから
なかった.

⑮
女性
73

孤独とは, 人の輪の
中で疎外感を感じる
こと. 孤独は自分の
内面だけの感情であ
り, 自分が積極的に
努力することでしか
解消できないもの.

私が友達の家に遊び
に行くことはなかっ
た. 誰も私を誘って
くれず, 悲しい思い
をしていた.／みん
なのように親友がい
なかった.

夫が心筋梗塞でなく
なった. 30 年以上別
居していたのでそれ
ほど親しい関係では
なかったが, 夫を亡
くした喪失感に襲わ
れた.

娘が集中治療室に入
ることになり, 2 ヶ
月も入院していた.
その 2 ヵ月後に最愛
のダックスフントが
死に, 同じ頃娘が盲
目になり障害を抱え
ることになり, 家族
が崩壊してしまった.

⑯
女性
63

孤独とは奇妙な精神
状態で, 悲しみや喪
失, 敗北とともに大
きくなっていくもの,
そして多くの人がい
つか必ず出会うもの.

3 歳のとき耳の手術
で病院にしばらく一
人で入院したこと.／
12, 13 歳のとき子守
をしていた子どもが
亡くなったことを,
自分のせいのように
感じていた.／16, 17
歳のとき, 住み込み
で働いていた家の夫
人が亡くなった体験.

夫の死；無力感・強
い孤独感 広くて空っ
ぽの家に一人になっ
た.／母の死.

次女が離婚後に精神
的に危機状況に陥り,
関係を絶ってしまっ
た.／セラピストの
勧めで末っ子が縁を
切った. 家族がバラ
バラになり, 強い憤
りと深い悲しみを感
じた.

⑰
男性
65

妻の死：母親の死. 息子の病気, 息子の
妻の流産：子どもを
失うかもしれないと
いう体験・孤独の礎
石.

⑱
女性
57

ずっと孤独だった. 父の家族に歓迎され
ていなかった, 小さ
い頃から誰も遊んで
くれなかった.／残
りの人生をどうやっ
て生きていけばいい
のかわからず絶望的
な気持ちになって途
方にくれた.／叔父
からの性的虐待.／
校長先生を怖く感じ
た・他人の思いやり
を経験したことがな
く, 歓迎されていな
いことを感じた.

娘が生まれたが結婚
生活は順調に行かず
離婚した.／うつ病
のため, 娘はスペイ
ンにいる義父母のと
ころに預け犬と一緒
に一人で暮らしてい
る.
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住まい 役割 病気・障害 精神状態 その他

一人きりでじっと座っ
ていることに耐えられ
なくなってしまうこと
がよくあった.

旅行から帰ると家は空っ
ぽで, 楽しい旅行の話
をする人が誰もいない
ことは言葉にできない
ほど辛い.／横に夫が
いないことを考えると
心が締め付けられそう・
並んで一緒に帰宅する
人もいない.／最も辛
いのは, 朝起きて予定
がまったくないとき.

住んでいた農場の 4 分
の 1 が嵐でやられてし
まった.

夜も眠れず, 疲れが取
れないために朝も起き
られない：私が生きて
いるか死んでいるかな
ど気にかけてくれる人
なんていない.

子どもたちが住んでい
る町への引越し：自分
が家族の重荷であるか
のように感じ, れっき
とした家族の一員で価
値のある人間として感
じられなくなった.

新聞に友達を募集する
広告を載せたが, 期待
していたような友人に
はめぐり合うことがで
きなかった.

映画やコンサート, 観
劇, 旅行, パーティ.
／若い恋人たちや仲む
つまじい高齢夫婦.／
クリスマス, 大晦日,
正月.／毎日の食事.

誰も知らず, 何も知ら
ない国にきてうつ状態
におちいった・10 年
かかってようやく回復
した.

うつ状態：誰も私を好
きになってくれないと
考えてしまう.
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性別・年齢 孤独感 子ども時代の孤独 退職 家族の死 家族との関係

⑲
女性
71

もはや誰も私を必要
としていないという
事実を実感した.／
長年にわたって蓄積
してきた知識や能力
を活用できず, 電話
をかけてきて助言を
求める人もいない.
／仕事上の友人がい
なくなった.

息子の死：一緒に泣
いてくれる誰かを求
めていた. 行き場の
ない鬱積とした感情
とともに取り残され
た.

家に帰って夫に何が
あったかを話しても
関心を示さない.／
夫は感情を表すのが
苦手で, 一緒に心の
内を話し合えなかっ
た.

⑳
女性
68

実存的孤独と社会的
孤独.／自分を評価
してもらえない世界
で過ごさなければな
らないとき.

3 人の子どもの死.／
きょうだいの死.

夫と悲しみについて
話しことができず,
互いの心に手を差し
伸べることができな
かった.／娘が 20 歳
のときにアルコール
問題を抱えるように
なった.

�

男性
64

悲しみ, 孤独, 恋慕,
喪失, これらを明確
に区別して定義する
のは困難.

�

女性
55

夫が亡くなって全く
ひとりになった.

夫が事故で脳を損傷
し, 話すこともでき
ない小さな赤ちゃん
のようになった. い
つも一人きり……少
しでも来てくれたら
大きな助けになった
のに.／夫がナーシ
ングホームに入ると,
親族が責めたて連絡
をよこさなくなった.

�

女性
81

しつけとして, 父に
何度もたたかれた.／
左耳が聞こえず, 友
達にからかわれたり,
悪い成績をとったり
と学校は決して楽し
いものではなかった.

13 年前に夫が血栓で
なくなった：真昼間
にベッドに横になっ
て, ただただ泣き続
けることもあった.

子どもたちは優しく
してくれたが, 近所
の人たちはみんな私
から離れていったの
で落胆した.
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年金生活者クラブの会
計係をやめざるを得な
くなった：仲間から半
ば追い出され, 誰から
も連絡が来ることはな
かった. 乗り越え難い
大きな挫折.

社会システムへの批判.

家を売却することは恐
怖：結婚したときに購
入した家, 2 人の子ど
もが育った家, 楽しい
思い出がたくさんつまっ
た家, 子どもの洗礼式,
堅信礼の思い出,改築……
私たちの生活の場であ
り海外旅行が終わると
帰ってきた巣.

睡眠薬を全部一度に飲
んだらすべてが終わる
のだ. そんなことを考
えなくなるまでには数
週間を必要とした.／
すれ違う人がみんな私
の不幸な様子に気づい
ているような気がした.
／テーブルを囲む仲の
よさそうな人々の様子
が家の窓から見えると,
心が引き裂かれるよう
だった.

人の集まりに招かれた
とき.／母の認知症が
進行し, ナーシングホー
ムに入居することになっ
た：家具や家財を全部
家から出さなければな
らないときには心が痛
んだ.

世界中に誰も頼れる人
がおらず, 独りぼっち
になってしまったかの
ようだった. 大声を出
したり, 泣き叫んだり,
枕を投げつけることも
よくあった. アルコー
ルで気をまぎらわそう
としたこともあった.
／夫と 2 人で心中しよ
うかと思った時期もあっ
た.

精神科医の診察：私は
単なる一つのケースと
して扱われ, 診察を受
けた後は孤独感をより
強く感じた.／話を聞
いてもらえる人がいな
い.／友達と信じてい
た人も去っていった.

大好きだった人をたく
さん亡くして孤独にな
り, その悲しみが心か
ら消えない.



｢家は, 外壁も内壁も塗り替えが必要な状態なのですが, 塗料を買ってから 1年以上たってし

まいました. 庭は荒れてしまい, しっかり手をかけなければならない状態になりました. エネル

ギーを消耗してしまい, 何もできませんでした.｣

｢ベッドをきれいに整えなくてもそれを期待している人がいないので, まったく無頓着になり

ました.｣

5. デンマークの高齢者の語りからみる孤独の現状

これらのデンマークの高齢者による語りをもとに, 日常生活においてどのような場面やどのよ

うな状況において孤独を感じるのかについて分析を行った.

� 配偶者の不在を感じたとき

配偶者の死は ｢人生最悪の出来事｣ だと語られている. この大きなショックにより, ベッドの

中の妻の手, 居間の椅子に座る夫という, かつてはそこに存在していることがごく当たり前であっ

た人の不在を感じたときに, 改めて自分が一人であることを実感する. さらに自分が一人である

ことの実感が繰り返され, 夜眠れなくなる, 思考力の低下や絶望, 空虚感という, ｢うつ｣ の状

態を生み出すことにつながっている.

� 日常のちょっとした出来事を話す相手がいないとき

家庭生活や職業生活のなかでは, 些細な出来事やふと思いついた何かについて, 近くにいる人

に話し, 伝えるということを日常的に行っている. わざわざ電話をかけたり出かけていって話す

までもない出来事について, 話を聞き, 返答をしてもらうことによって, その時の自分の気持ち

を受け止めてもらえたという安心感につながる. ｢私が火曜日にゆっくり話したいことがあった
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性別・年齢 孤独感 子ども時代の孤独 退職 家族の死 家族との関係

�

男性
69

孤独は, 人が自分で
｢選ぶ｣ もの：長い
間仕事をし, 子ども
を育て, それを終え
て孤独を楽しむ人も
いる.

妻が 52 歳の若さで
死亡.

�

女性
65

孤独感は奇妙で不快
な感情.

墓地に行って先に逝
くなんてひどいと夫
を責める.



としてもすぐに会って話すことはできません. かといって, 私が土曜日まで待つこともできませ

ん. 時間がたつとその時の想いが失われてしまうからです｣ と語られているように, 話したいと

思っていても話せなかった出来事や, その時の想いの積み重ねが不満やさびしさを生み出してい

るといえる.

� 自分の役割がなくなり, 誰からも必要とされていないと感じたとき

高齢者にとって, 子どもや孫が近くに住んでいても自分が期待しているほどには訪ねてきてく

れないとき, 自分には自分の, 家族には彼らの生活があり迷惑をかけたくないと思う一方で, か

つては家族を支えてきた自分が忘れさられ, 自分の存在価値を認められていないと感じる. 家の

手入れやベッドメイキングなどの家事も, 自分以外の誰かが期待してくれるからこそ行うのであ

り, 誰にも何も期待されなくなると無頓着のまま過ごすことになる. また, 仕事を退職すること

は, 長年にわたり積み上げてきた自分の能力を活かす機会を失うことでもある. 誰からも必要と

されていないと感じることは, 自分の役割や存在価値を認める機会を失い, 自尊心を低下させる

ことへとつながると考えられる.

� 自分自身の最期を考えるとき

高齢者の友人関係の特徴として, 友人が亡くなる, ということがある. ｢無人島に取り残され

たよう｣ だという言葉からは, 長くつきあいがあった友人を失ってしまったことに寂しさを感じ

ると同時に, 自分自身に近づく最期を考えて不安や寂しさを感じるのではないかと考える.

� 新しい友人をつくることが難しいと感じたとき

日常生活の中で, 社会関係はその時に所属している集団によって, 幾重にも関係ができるもの

である. 自分自身の家庭をはじめ, 自治会や町内会などの地域社会において, 職業生活において,
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住まい 役割 病気・障害 精神状態 その他

自分自身と話をし始め
た.／夜眠れないとき
は, それまで聞いたこ
ともないような音がど
こからともなく聞こえ
てくるようになった.／
霊を信じそうになった.

1 年以上もの間, 孤独
と悲しみによって, 何
らかの行動にとりかか
るということができな
くなってしまった.

自分を必要としてくれ
る誰かを求めている.

一人で週末をやり過ご
すこと.／特に, 孤独
で耐えられなくなるの
は食事の時.／家族の
集まり.



または趣味活動においてなど, 幾重にもなる集団に所属し, その中で友人をつくり, 他者と関わ

りあいながら生活している.

ところが高齢期になると, 新たな友人をもちたいと考えても, そのことが決して容易ではない

ことがわかる. 友人に求めることは, ｢トランプやおしゃべりをしたい｣ という, 共に時間を過

ごし, 共に楽しむことであるが, 高齢になって外出が難しくなることで新しい集団とのつながり

を持つことができない場合もありえる. また新聞に友人を募集する記事を載せるなど積極的に行

動を起こしても, 実際にはかなえられないと実感することは, 気持の落ち込みを招くものである

ことと推測できる.

� 食事の時間を苦痛に感じたとき

食事をするということは, 生命の維持という目的だけのものではない. 子ども時代は, 家族と

ともに食事をしながらお互いに今日の出来事やこれからの予定について話をする機会であり, 成

長して家族をもてば, 栄養のバランスや家人の好きなものなど, 自分以外の他者のことを考えな

がら献立を決め料理を作り, 食べやすいようにテーブルセッティングをしつらえ, 家族とともに

会話を楽しみながらとるものであろう.

しかし自分ひとりであれば, 同じものを続けて食べたり, テレビを見ながらソファで食べるよ

うになる. かつては家族との交流の機会であり, 楽しみであった食事の時間が, 苦痛の時間へと

変わり, 楽しみを奪われることになる.

このように, 『高齢者の語り』 をもとにして日常生活においてどのようなときに, どのように

して孤独を感じるのかについては, ①配偶者の不在を感じたとき, ②日常のちょっとした出来事

を話す相手がいないとき, ③自分の役割がなくなり, 誰からも必要とされていないと感じたとき,

④自分自身に迫る死を実感したとき, ⑤新しい友人をつくることが難しいと感じたとき, ⑥食事

の時間を苦痛に感じたとき, という 6つの状況が考えられる.

6. 都市一人暮らし高齢者の孤独と社会的孤立

筆者が 『高齢者の孤独』 に注目し分析対象として選択した理由として, 25 人のデンマークの

高齢者が, 自らの孤独を自覚しており, さらに孤独とはどういうことだと考えているか, また日

常生活におけるどのような場面において感じたかを自らの意思によって語っているということが

ある. 氏名や写真を掲載し, 自らの孤独を社会的に公表するということが, 高齢者自身の意思に

よって行われているのである.

筆者は, このような取り組みが行われている背景に, デンマークにおける高齢者のくらし方の

変化と, それに伴う高齢者施策の展開が関連していると考えている.

1960 年代以前までのデンマークの高齢者の生活は, 子どもと同居するという生活形態は必ず
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しも特別なこととは考えられていなかった. 1962 年に子どもたちと同居している 70 歳以上の高

齢者の割合は 27％であり, 一人暮らし高齢者の割合は 33％であった. 一人暮らし高齢者の割合

は, 子どもたちと同居している高齢者に比べてわずかに高い程度だったのである (小島 2001).

しかし 1998 年には, 子どもたちと同居する高齢者の割合は女性が 2％, 男性が 3％となっている.

男性の 35％, 女性の場合は 71％が一人暮らしであり, デンマークではおよそ 30 年間の間に, 高

齢期を一人でくらすということが一般的なくらし方になってきているといえる (浅野ら 2006).

高齢者のくらし方に変化が生じた理由として, 1960 年代～1970 年代の経済の発展に伴い, 女性

が労働力として社会進出するようになり, 核家族化が進んだことが挙げられる. 従来は家庭にお

いて女性が担ってきた育児や高齢者介護は, 社会福祉政策として社会全体で担うという考え方に

変化したのである (橋本 1999). さらに高齢者を支援するためのNPO法人によるボランティア

活動では, 一人暮らしの高齢者への訪問が行われている. また民間のクラブによる趣味活動の場

が街中に設けられ, 高齢者が楽しみながら社会活動に参加する機会がいたるところに作り出され

ているとされる (松岡 2005). デンマークにおいては, 一人でくらす高齢者が感じる孤独を社会

的なものとしてとらえ, 自治体やNPO法人が中心となって, 孤独を抱えながら生活する高齢者

を, 孤立させないための取り組みが行われているのではないかと考えている.

わが国においても, 一人暮らし高齢者が急激に増加しており, さらにその数は今後ますます増

加するといわれている. 高齢期を一人でくらし続けるための社会的方策についての検討が求めら

れる. そのひとつの手がかりとして, 筆者は高齢者の生活における孤独に注目し, 孤独がどのよ

うに感じられているのかを明らかにし, さらに孤独によって生じる生活課題とその解消方法につ

いて検討を行うことが必要であると考えている.

しかしながら先行研究でみてきたように, 高齢者の心理面ではなく, 日常生活における孤独の

現状に焦点をあて, 孤独とはどのような場面や状況で起こり, どのように感じられているのかに

ついてとりあげた研究はあまりみられない.

そこで, 筆者が取り組んだ一人暮らし高齢者へのインタビュー調査による生活実態調査をもと

に, 一人暮らし高齢者が感じる孤独と, 孤独によって生じる孤立について, 調査から得られた高

齢者の日常生活に関する語りを中心とした事例を用いて明らかにしていく. 事例の分析の際には,

本研究の課題である高齢者の孤独について明らかにするという観点から, デンマークの高齢者の

語りから得られた孤独を感じる 6点の状況を, 分析枠組みとして使用した.

調査対象地となるM区は人口約 21 万人, 高齢化率 15.5％であり, わが国の高齢化率 22.1％

に対し比較的低い高齢化率を保っている. 地域の特徴として 1970 年代以降に住宅地として開発

が進んでいる住宅地であり, 公団が多く建てられている学区, 古くから住宅地として団地化が進

んだ学区, 現在宅地化としての開発が進んでいる学区など, 同一区のなかでも学区によって居住

している住民の年齢や住居環境に違いがあるという特徴をもつ. M区の中でも比較的早期に住

宅地として開発が進められたA学区では, 民生委員が中心となり, 一人暮らし高齢者を対象と

した食事会を定期的に開催している地域であり, 一人暮らし高齢者の訪問や, 希望者を対象とし
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た安否確認票の申請, レスキュー世帯の登録を行う緊急マップを作成するなど, 一人暮らし高齢

者に対する支援活動を積極的に実施している地域であることが調査対象地として選択した理由で

ある.

本調査は, 日本福祉大学野口典子ゼミナールと筆者により, A学区の民生委員の協力を得て,

A学区の一人暮らし高齢者 137 名のうち調査に協力を得られた 19 名を対象に, 調査対象者の自

宅を訪問して実施した. 調査期間は 2005 年 11 月～12 月, 2006 年 5 月～7 月にかけて行った.

調査方法は, 半構造的面接法により約 2 時間～5 時間 30 分程度のインタビューを行い, 調査対

象者に了解を得た上で内容を筆記により記録した.

調査対象者 19 名の内訳は, 女性が 15 名, 男性が 4 名である. また年齢層は 60 歳代が 1 名,

70 歳代が 11 名, 80 歳代が 6名, 90 歳代が 1名である.

インタビューで得られた, 一人暮らし高齢者の日常生活に関する語りを, デンマークの高齢者

の語りから得られた孤独を感じる 6点の分析枠組みを用いて, 以下のように類型化を行った.

① 配偶者との別れ体験と生活の再生

F さん (80 歳・男性) は 6 年前に妻が亡くなって以来一人暮らしをしている. 妻が亡くなる

までは家事全般をしたことがなく, 妻の死後 5年が経過したころからようやく自炊ができるよう

になったが ｢妻がいなくなったことを悲しむよりも, 明日の生活を考えるので精一杯だった. 生

活の中に気持ちのゆとりがなかった｣ と話している.

S さん (74 歳・男性) は 8 年前に妻が亡くなり一人暮らしになった. それ以来, 掃除, 洗濯,

調理をし始めた. 妻の生前中は, 家事は妻にまかせて一切していなかったため度重なる失敗を繰

り返したが. ここ 2, 3 年でようやく慣れてきた. ｢最初の頃は妻を亡くして寂しいと感じる余裕

さえないくらい大変だった.｣ と語る.

Aさん (72 歳・女性) は 13 年前に夫が亡くなり, 一人暮らしになった. 夫が亡くなった当時

はしばらく立ち直れなかったが, 1 年かけて何度も四国まで行き, お寺参りをしたことで徐々に

悲しみを癒していった. 初めは家にこもってなかなか立ち直れなかったが, それでは駄目だと気

づき, 積極的に地域に出て様々な行事やグループの活動に参加することを心がけ, 活動を通して

新たな出会いを経験し, 友達をたくさん作っていった. お付き合いする男性もできて, お茶や食

事を一緒にしたり, 何かあったときの支えとなっている.

高齢男性にとっては, 配偶者の死がもたらす大きな生活課題のひとつに, 家事の問題がある.

Fさん, S さんの話からは, 配偶者が亡くなったことを悲しむ以前に, 自らの生活を維持するた

めに慣れない家事を必死で行わなければならず, 一人暮らしによる生活のたて直しには数年とい

う時間がかかっていることがわかる.

一方 Aさんは, 夫の死亡後最初は落ち込み, 家に閉じこもっていたが, お寺参りや地域の活
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動に参加し, 友達やおつき合いする異性など, 新たな関係作りにむけた活動を行い, 他者との関

係の中で一人暮らしの生活を立て直していることがわかる.

家事の自立, あるいは家事の補完を受けることは, 一人暮らしによる生活のたて直しに必要な

時間を短いものにすることができるのではないだろうか.

② 日常的な話し相手の存在

F さん (80 歳・男性) は, 妻がいたときは様々なことを二人で話し合って決めていたが, ｢妻

の死後, 話をする人, 悩みを共感する人がいなくなってしまった｣ と語っている.

Mさん (68 歳・男性) は定年間近に妻がなくなり一人暮らしになった. 大衆演劇や競馬に毎

日のように一人で通っているが ｢時間つぶしのために行っている｣ と語る. 買物など 1日 1回は

外に出るが, それ以外の時間はテレビを見てすごすことが多く, 1 日誰とも話をしないこともあ

り, ｢1 日 5 分でもいいから人と話をしたい｣ と希望している.

Kさん (72 歳・女性) は, 婚姻歴がなく, 23 年前に母親が死亡して以来一人暮らしをしてい

る. 中学の教員を定年退職していた後, 教え子に頼まれて月～土まで毎日 2時間事務の仕事を続

けている. 職場では同僚に相談事を持ちかけられている.

一人暮らしとは, 自宅のなかで日常的に会話をする人がいなくなるということでもある. 買物

など日常的な外出先も, 商店がなくなりスーパーマーケットやコンビニエンスストアではまった

く会話をしないまま買物をすることが可能になっている. 一方 Kさんは, 短い時間であっても

週 6日間のパートタイムの仕事を行い, 同僚と会話するという暮らし方をしている. 職場をとお

して同僚との日常的な交流を保っていることがわかる.

｢1 日 5 分でもいいから人と話をしたい｣ というMさんの願いを受け止めるために, 高齢者の

日常的な外出先において, 他者と会話をするという機会や場について検討していく必要があるの

ではないだろうか.

③ 自分の存在価値・役割の確認

Mさん (68 歳・男性) はまだ若く, 健康であるため, まだ働きたいという気持ちを持ってい

る. しかし長年会社員として働いてきたMさんにとってはシルバー人材センターなどの高齢者

を対象とした仕事については ｢草むしりや自転車置き場の管理など, 屋外やきつい仕事が多く,

自分には無理だ｣ ｢ ｢年間通しての予定がほとんどない｣ と話している.

T さんは 83 歳の女性の女性である. 買い物は日曜日など息子が休みのときに車で連れて行っ

てもらうが, ｢息子の休みを潰してしまうので気軽には頼みづらい｣ と感じている. T さんには

娘がおり, 娘も自分の買い物のついでにいろいろと買ってきてくれるが, ｢荷物だけ置いてお金

を受け取らずに帰ってしまうから頼みづらい｣ と感じている.
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S さん (84 歳・女性) は子どもの頃から現在まで犬を飼い続けており, 現在も生後 1 年ほど

の犬と生活している. 犬との生活は, 毎日朝 5時に起きて, 8 時過ぎに牛乳やおかゆで作った犬

のえさを与えている. 14 時ごろに犬の散歩に行き, 夜 9 時ごろに Sさんの夕食と同じものを与

えている. ｢いまの生活はちっとも退屈じゃない｣ と話す.

②でものべたKさんは, 毎日 2時間の事務のパートを 12 年間にわたり続けている. 職場の同

僚から子どもの勉強や進学について相談を受けることが多く, 中学教師をしていた経験を活かし

てアドバイスを行っている.

自らの役割を実感できることとして, 仕事をするということがある. 仕事は生活を維持するた

めの賃金を得るということだけではなく, 仕事を通して自らの蓄積された知識や技術を発揮する

場であり, 自分のもつ能力を他者のために提供することによって, 自分の存在価値を繰り返し認

識する機会でもある. K さんの事例は, 長年にわたって続けてきた教育者としての経験を活か

して自らの存在価値を再認識していることを表しているのではないだろうか.

一方Mさんは, 健康で働きたいという気持ちはあるものの, 会社員時代の経験を活かすこと

ができるような仕事はなく, 高齢者には, 屋外や体力のいる仕事しかないと感じている. 日常生

活のなかで自らの存在を認識できる場として, これまで社会生活の中で培ってきた人生経験を他

者のために活用する場が求められているといえる.

また, 女性にとっては, 子どもをはじめ家族のために何かしら世話をするという生活が長く,

そのことを通して自らの役割を確認しているといえる. S さんは犬のために朝決まった時間に起

きてえさをつくり, 散歩をするという生活を長年続けており, 毎日の生活に退屈を感じていない

という.

一方, 娘や息子が買物に連れて行ってくれたり, 代わりに買い物に行ってきてくれる Tさん

だが, 息子の休みをつぶしてしまうという申し訳なさと, 娘が買い物のお金を受取ってくれない

ことが却って頼みにくいと語っている. かつて母親として息子や娘の世話をしてきた自らの役割

が, 現在は迷惑をかける, 世話をかけるという立場になり, 逆転していることのつらさをあらわ

しているといえよう.

④ 新しい友人関係や活動への参加

F さん (80 歳・男性) の趣味の一つは旅行だが, ｢一緒に行く友人がいないためほとんどが一

人旅で寂しい｣ と話す. 近所づきあいは挨拶程度しかなく, 現在のアパートに引っ越してからは

親しい友人ができない.

Mさん (68 歳・男性) は②でも述べた, 1 日誰とも話をしないことがあると語っていた方で

ある. 仕事と家庭にしか目を向けておらず, 仕事の後に同僚と飲みに行ったり, 誘われて釣りに

行ったりはしていたが ｢定年前の友達は会社員時代の同僚で, 会社を辞めた現在では, 同僚と一

緒にいても利益がないためほとんど連絡をとっていない｣ と話している.
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S さん (74 歳・男性) は 8年前に妻がなくなり, 以来一人暮らしをしている. Sさんは民生委

員に誘われて地域の高齢者が集まるサロンに週 1回参加している. それ以外にも社会福祉協議会

が運営しているクラブや, グループホームの人たちへのボランティア活動も行っている. 地域の

サロンやボランティア活動については ｢最初はあいた時間を埋めるために参加し始め, その曜日

が来るから参加するといった感じだったが, 今は週に 4日は予定が入っており, 忙しいけれども

楽しい｣ と話している. S さんは歌がうまく, 周りからすすめられてサロンで歌を披露すること

もある. スポーツが好きでグランドゴルフクラブにも参加しており, これらの活動で週 4日は予

定が埋まっている.

仕事を通してつくられた人間関係は, 退職と同時に継続することが難しくなることをMさん

の事例は示している. そして趣味をもっていても, 分かち合う相手がいなければ, 一層さびしさ

が増すものだということをFさんの事例は示している.

一方サロンやボランティア, グランドゴルフへと毎日忙しく, 活動的に過ごしている S さん

は, 最初のきっかけは民生委員にサロンへの集まりに誘われたことであった. 誘われるから参加

する, という気持ちが次第に楽しみへと変わっていくことを示している.

このことは, 活動に参加する場があることと同時に, 情報を知らせて参加を促し, 誘ってくれ

る人の存在が重要であることを示しているといえる.

⑤ 食事の時間の過ごし方

Tさん (83 歳・女性) は寝たきりの夫を自宅介護していたが, 夫が亡くなり一人暮らしになっ

た. 夫が現役で働いていたことは, 体力をつけてもらいたいという気持ちが強く, 毎朝味噌汁,

納豆, 梅干, ほうれん草など多くのものを作っていた. しかし一人になってからは, 簡単なもの

で済ませてしまっている. 夫が寝たきりになって, 介護をしていたころは, たいへんだったけど

苦痛ではなかった. ｢毎日 『今日は何が食べたい？』 と聞くと 『○○が食べたい』 と言われて作っ

ていたので料理もがんばれた. 今は一人で食べているのですごく寂しい｣ と語る.

Tさんは毎週 2回デイサービスセンターを利用しており, デイサービスセンターでの楽しみと

して, ｢デイサービスではいろいろなものが食べられて味もおいしいので満足している. 何といっ

てもみんなで食べるのでおいしい｣ と話している.

また, Tさんは毎月 1回の一人暮らし高齢者を対象とした食事会にも参加している. 今は隣の

人の車に乗せていってもらっているが, その人が今年で食事会に行くことをやめてしまうので,

足腰が弱く一人では参加できないTさんは ｢辞めたくないけど辞める｣ 予定である.

Mさん (68 歳・男性) は妻の死亡後は近くの牛丼やファミリーレストランを中心とした外食

ばかりであったが, 1～2 年たつと金銭面の負担や味に飽きてしまった. 自炊を始めた当初は,

料理をしようと思っても家事経験がないので何も作れない状態であった.
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お米のたき方が難しいので, 電子レンジで温めるタイプのものを使っている. 味噌汁は野菜を

たっぷり入れて作っている. おかずは, 主にスーパーで売っている惣菜を買って食べている. 煮

物など手間のかかるものは作らない. シチューやカレーは大量に作ってしまいがちであり 1人前

を作るのが難しいし, 同じものは何日も続けて食べたくないので作らないことにしている. ｢当

初は何もできなかったが今では簡単なものであれば作れるようになった｣ Mさんは ｢健康に関

するテレビ番組は欠かさず見て, 情報をノートに書き込みすぐ実行している｣ と語る.

長年夫のために食事を作ってきた Tさんにとって, 夫を亡くして自分一人のために準備する

食事は寂しく, 料理をがんばろうという気になれるものではない. Tさんにとって食事とは誰か

のために献立を工夫するものであり, 一人ではなく誰かとともに過ごす時間なのである. デイサー

ビスや一人暮らし高齢者の食事会は, Tさんにとってはみんなと食事をする楽しい時間であると

いうことがわかる. しかし一人暮らし高齢者の食事会は, 足腰が弱く自分一人の力では外出がで

きない Tさんにとってはその場所まで一緒に連れて行ってくれる人の存在がなければ参加でき

ず, 参加したいという意識があっても辞めざるをえないという状況になっている.

一方家事の経験がなく, 妻の死亡後, 外食ばかりの生活から始めて自炊をするようになった

Mさんは, 何も作れない状態から少しずつ料理を覚え, 同じものを何日も続けて食べることが

ないように考え, 味噌汁に野菜を沢山入れて栄養バランスに気を使った食事を準備することがで

きるようになっている. さらに健康に気を配り, 健康を維持するための努力を行う事ができるよ

うになっている. 自分ひとりでも生活を続け, 健康で長生きできることを目指すことができるよ

うになったMさんにとって, 生活の再生の道のりは, 家事がまったくできない状態から, 簡単

なものであっても自分で作れるようになったことによる満足感や自信の積み重ねによるものでは

ないだろうか.

まとめにかえて

デンマークの高齢者の語りの中から析出された高齢者の孤独は, 日常生活の変化・変質をもた

らし, そうした孤独の体験が引き金となり孤立へとつながっていくことが明らかであり, そのこ

とに気づいたデンマークでは, 孤立させない取り組みを自治体・NPOが中核となって進めてき

ている. 筆者が行った都市に暮らす高齢者の事例調査を加味して, 社会的孤立の解消のためのソー

シャルワーク・アプローチの重要性とその課題について見解を述べておきたい.

� ｢友人｣ や社会活動への参加によって社会関係を保ち続けることの重要性

高齢者にとって孤独とは, 配偶者を亡くすことや仕事や家族との関係における役割の喪失であ

り, 日常的に存在していた人々や集団との関係を失うことから, ｢さびしさ｣ や ｢空虚感｣ を増

幅させ, そうした精神的ダメージの修復が難しい場合には, うつ症状や認知症などの疾病を引き
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起こす要因となる.

高齢者の孤独を社会的孤立へと向かわせる現象を食い止めるためには, そうしたダメージの修

復を社会的方策により行っていく必要がある. 高齢期の ｢友人｣ の存在は重要な位置を占めてい

る. またサロン事業, 一人暮らし高齢者の給食会など, 人や集団とのつながりが重要であるとい

うことを, A学区の一人暮らし高齢者の事例は示している. そしてこの人や集団とのつながり,

社会活動への参加は, 情報を知らせてくれる人と, 参加を促してくれる人の存在があるからこそ

可能になる. 孤独な状態にある高齢者を繰り返し訪ねて声をかけ, 信頼関係を形成し, 社会的孤

立を生じさせない地道な活動が必要となるのである.

しかしながら, 在宅介護支援センターが次々と廃止されていることにより, これまで長年にわ

たって取り組まれてきた一人暮らし高齢者や, 高齢者夫婦二人世帯への実態把握調査を継続する

機関がなくなってきている. さらに個人情報保護という名目によって, 従来から一人暮らし高齢

者への訪問活動を実施してきた民生児童委員に対しても情報が提供されなくなるという現象が起

こっている. 一人暮らし高齢者の存在自体が把握されていないという現実がある. また訪問でき

ないという状況にもある. この状況が今後も放置されたままになるとすれば, 地域の中で孤独を

抱えて誰とも接する機会がなく, 社会的孤立に陥る高齢者を見過ごすことになる.

� 地域協働型アプローチを基盤とした多様なネットワーキングの推進

従来のソーシャルワークは, 疾病や障がい, 要介護の状態にある人々を対象として支援を行う

｢課題解決型アプローチ｣ 中心に展開されてきた. 介護予防の観点から, 地域包括支援センター

が創設されているが, 特定高齢者や要支援認定を受けた高齢者という, 対象を限定した活動に留

まっていると言わざるをえない現状にある.

高齢者の身近にいる人や機関, 集団と協働し孤独な高齢者を発見すること, そして高齢者が社

会関係を保ちながら生活をたて直し, 社会的孤立を未然に防ぐための地域協働型アプローチを基

盤とした多様なネットワーキングを推進させていくソーシャルワークの接近方法の開発が不可欠

なのである.

� ネットワーキング推進に向けたソーシャルワーク・アプローチ開発の課題

本稿から得られた結論として, 孤独な高齢者を発見し, 高齢者の社会的孤立を防ぐために, 高

齢者の身近にいる人や機関・集団との協働を行うネットワーク形成を行うことがソーシャルワー

ク・アプローチの重要課題だということが明らかになった. 高齢者の身近にいる人や機関・集団

とは, 居住している地域や近隣の住民, 医療機関や買物の場など日常的に外出する場所, 学校や

職場のように長年所属している集団など多岐にわたる. これらと協働を行っていくための実践的

モデルの開発とその接近方法の開発が今後の課題である.
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